
▲存続が決まった信楽高等学校
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●接種を希望する日に直接行く（予約はいりません）
医療機関名 住　所 電　話

水
口

あん医院 虫生野中央119-1 65-6884
太田医院 虫生野中央81-2 63-3553
こんどう医院 新城696 63-0530
田代外科医院 泉1254 62-0635
つばさクリニック 綾野3-33 63-7766
速水医院 北泉1丁目128 65-3211
平川クリニック 東名坂184-2 63-6373
市立みなくち診療所 貴生川293-1 62-3346
村上整形外科クリニック 虫生野1095-4 63-7751
山田外科医院 八坂2-29 62-0893

土
山

うだ医院 北土山1684-1 66-1050
かりゆしクリニック 大野４０１ 67-0155
川端医院 徳原451 67-0018
田崎医院 黒川955-1 68-0139
中西医院 北土山1433-2 66-0712

甲
賀

隠岐医院　 隠岐2089 88-4072
甲賀中央診療所 田堵野916-4 88-5106
古西医院　　 拝坂833-141 88-5575
ますだ内科医院 滝2231-1 88-2277

甲
南

今村医院 深川2201 86-2119
甲南診療所 野川233-6 86-2552
甲南病院 葛木958 86-3131

寺井医院 希望ヶ丘本町6丁
目857-81 86-1112

布留クリニック 寺庄1098 86-3135

●医療機関に予約する（事前に電話で予約をしてください）
医療機関名 住　所 電　話

水
口

浅田クリニック 東名坂226-1 69-7755
岩谷医院 中邸2-10 62-0053
木村医院 虫生野1017-7 62-2143
公立甲賀病院 鹿深3-39 62-0234
中川内科医院 水口5546-4 65-5410
深井クリニック 伴中山3802 65-4100
水口病院 本町2丁目2-43 62-1212

甲
南
竹内整形外科 野尻77-1 86-8205
ハートクリニックこころ 野尻411 86-0011

信
楽

今西医院 長野855-1 82-0029
しがらきクリニック 長野619-1 82-7833
市立信楽中央病院　　 長野473 82-0249
独立行政法人 国立病院
機構 紫香楽病院	 牧997 83-0101
のざき医院 長野1335 82-7887

　　　　　実 施 医 療 機 関　　　　　

※	それぞれの医療機関で、接種日や時間、ワクチンの在庫数が異な
りますので、事前に電話などでお問い合わせください。
※	掲載されている医療機関以外で接種を希望される方は、必ず事前
に健康推進課へお問い合わせください。

健康推進課　母子保健係
☎65-0703　Fax63-4591

問い合わせ

★10日（２日目）は 「旅の見本市誕生祭」

✿対象
　９日…主に旅行業者の方
　10日…どなたでも参加いただけます
✿目的
　地域の食や文化、体験を通して、市民
の皆さんに、まちの魅力を再発見してい
ただくとともに、広く市外の方にも甲賀
市を訪れていただく機会とします。

✿内容（10日）
◦	ご当地グルメ試食、販売
◦忍者鍋、つきたてもちの振る舞い
◦	体験コーナー（信楽焼絵付け、手裏剣
投げなど）

◦	ステージイベント（忍者ショー、伝統
芸能、ゆるキャラ集合など）

◦	大抽選会
◦	市内及び近隣市町の観光ＰＲブース
出展	

など

　ぜひ、ご家族連れでお出かけくださ
い。次号では、２日間の詳しい内容につ
いてご紹介します。

隠れたまちの魅力が明らかに

甲賀市観光ビジネスメッセ
✿日時　11月９日（金）・10日（土）
　　　　10時～ 16時　
✿場所　ダイヤモンド滋賀
　　　　（土山町黒川1711）
※入場無料

観光戦略推進室　観光戦略推進係　☎65-0708　 Fax63-4087問い合わせ

信楽高等学校は独立校として存続
県教委が高校再編計画（案）で明らかに

　滋賀県教育委員会は10月1日、「滋賀県立高等学校再編基
本計画（案）」および「滋賀県立高等学校実施計画（案）」を発表
し、これまで示していた甲南高等学校の分校とする考えを修
正し、これまでのように独立校として存続させることを明ら
かにしました。
　昨年7月、県教委から示された再編計画の原案では、信楽
高等学校を甲南高等学校の分校とし、学校行事や部活動等の
教育活動において本校と連携することにより、学校活力の維
持向上を図ることとされていました。
　これを受け市では、甲南高等学校が甲賀市・湖南市唯一の
総合学科として、通学面で負担が大きい県境地域の職業学科
志望生徒に対し、専門性の高い知識を学ぶ学校として長く校
風を築いてきたことや、特に信楽高等学校は、地元生徒の占
有率が高く、日本六古窯の産地唯一のセラミック科を有し、
地域性を特に考慮しなければならない学校であり、市の伝統
的基幹産業の後継者を育む貴重な教育機関であることなど
から、現状のままでの存続を求めていました。
　さらに、今年7月17日には、中嶋市長が嘉田知事を訪問し、
市内中学校の進路指導を通じて専門学科の進学指導に努め
ることや、県外や遠距離の生徒を受け入れるための助成、伝
統工芸士等の授業への派遣など、市としての支援策を提示
し、改めて存続の要望を行っていました。
　県教委では、魅力と活力ある県立高等学校づくりに向け
て、こうした提案や要望のほか保護者や地域など、多くの県
民の声を集めたうえで検討が重ねられました。県教委が示
した信楽高等学校の今後は、
　○	甲南高等学校の分校とする原案を修正し、独立校として
存続させる。

　○	多様な学びの機会を確保し、生徒の進路希望等に応じた
教育を行うため、普通・セラミック・デザインの３系列を
持つ総合学科へ改編する。

　○	地場産業等の地域の教育資源を活用した教育活動の展
開や近隣校との連携、県外からも生徒を受け入れること
で、学校活力の維持向上をめざすこと。

　○	５年を目途に検証を行い、その評価を踏まえて必要な対
応を検討すること。

としています。
　中嶋市長は、今回の県教委の決定について、「改編内容につ
きましては、当市として県に提出してきました要望や提言内
容をご理解いただいた結果であると評価するところであり
ます。今後は市といたしましても提言をいたしました事項
等を踏まえ、甲賀市が果たすべき役割を十分検討し、学校が
存立する地域ならびに県と共働するなかで、ものづくりを通
して、生徒に生きる力を育む教育風土が醸成されるよう支援
してまいります」と談話を発表しました。
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